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和歌山県有田川町の上部白亜系より産出したウミガメ化石 1) 

A chelonioid marine turtle from the Upper Cretaceous of Wakayama Prefecture, south-western Japan

平山廉 2) ・小原正顕 3) 
Ren Hirayama and Masaaki Ohara

Abstract

The carapace of a fossil marine turtle from Toyajo Formation of the Sotoizumi Group (Campanian in the Upper 

Cretaceous) in Aridagawa Town, Wakayama Prefecture was identified as the genus Mesodermochelys (Protostegidae) . 

This specimen is considered to be new paleontological evidence showing that this genus was an extremely dominant 

marine turtle in the Upper Cretaceous ocean area around Japan. 

要旨
和歌山県有田川町の外和泉層群鳥屋城層 ( 後期白亜紀カンパニアン前期 ) より産出したウミガメ化石の

背甲は Mesodermochelys( プロトステガ科 ) に同定された . 当該標本は , 同属が日本周辺の上部白亜系の海
域で極めて優勢なウミガメ類であったことを支持する新たな古生物学的資料と考えられる . 

はじめに
白亜紀はカメ類 ( 爬虫綱 , カメ目 ) が著しく適応放散を遂げた地質時代であり , 大陸の分裂に伴って各

地域に固有のグループが進化した (Hirayama et al., 2000). また本格的な海洋進出を遂げたウミガメ類 (上科 ) 

が出現したのも白亜紀中頃である (Hirayama, 1998). 日本では , 後期白亜紀チューロニアンからマーストリ
ヒシアンにかけてウミガメ類の化石が蝦夷累層群や和泉層群などから報告されている (Sato et al., 2012). 本
論で報告する化石は , 外和泉層群から初めて見つかったカメ類化石であり , その詳細な分類と発見の意義
について述べる . 

化石産地付近の地質
和歌山県有田川町には外和泉層群と総称される上部白亜系が東西に広く分布している . 有田川町の中部

地区にある鳥屋城山及びその周辺には最上部層にあたる鳥屋城層が分布しているが , 今回報告する化石
はこの地層より産出したものである . 鳥屋城層の大型化石については古くから多くの研究 ( 例えば , Yabe, 

1915; Matsumoto, 1954; 平山・田中 , 1956 など ) がなされており , その地質年代はカンパニアンとされてき
たが , 最近では Misaki and Maeda (2009) は詳細な調査から鳥屋城層は下位より中井原シルト岩部層 ( カン
パニアン前期 , 長谷川泥質砂岩部層 ( カンパニアン後期 ), 及び伏羊砂岩部層 ( マーストリヒシアン？ ) の
3 部層に区分されるとした . 

本論で報告する化石 (WMNH-Ge-1140240001) は , 有田川町庄の有田川左岸において採取されたもので
あり , Misaki and Maeda (2009) の Fig. 2 に図示されている Loc. 0101 と同一地点である ( 図１). Loc. 0101 は
鳥屋城層分布域の西端にあり , 中井原シルト岩部層の最下部層にあたる . Misaki and Maeda (2009) は Loc. 

0101 よりイノセラムス類の Sphenoceramus schumidti (Michael) の産出を報告しており , 年代はカンパニア
ン前期と推定される . 
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古生物学的記述
爬虫綱 Class Reptilia

カメ目 Order Testudines

潜頚亜目 Suborder Cryptodira

ウミガメ上科 Superfamily Chelonioidea

プロトステガ科 Family Protostegidae

Mesodermochelys sp. 

標本：WMNH-Ge-1140240001: 背甲 ( 図 2) 

産地：和歌山県有田川町庄の有田川左岸
層準 : 外和泉層群鳥屋城層中井原シルト岩部層の最下部層 ( 後期白亜紀カンパニアン前期 ) 

記述：背甲の第 3 ～第 6 椎板 , および左右の第 3 ～第 6 肋板 (235 mm 長 ) が保存されており , 本来の甲長
は約 85 cm と推定される ( 図 3) . 背甲の腹側面は母岩に被覆された状態である . いずれの甲板も関節でつ
ながっている . 背甲は前方から後方にかけて , また左右遠位方向に緩かに湾曲する . 背甲の背側面はほぼ
平滑であるが , 第 5 椎板の中央部に浅い鱗板溝が確認できる . 肋板に明瞭な鱗板溝は認められない . 肋板
の遠位部はいずれも破断しており , その厚さは最大 10 mm である . 第 4 から第 6 椎板は後辺が長い六角形
を呈する . 

考察
背甲に目立った鱗板溝や装飾が見られないことや , その大きさから , 当該標本は国内の上部白亜系で特

徴的に多産する Mesodermochelys 属に同定された . 本属の模式種は , 北海道むかわ町の函淵層 ( 上部白
亜系前期マーストリヒシアン ) を模式地とする M. undulatus である (Hirayama and Chitoku, 1996; 中島ら , 

2011). 当該標本は模式種と比較して椎板が左右の幅が広く , 六角形の形状が強いという差異が認められる
が , 両者の地質時代の違いも考慮すると , これは種レベルの相違である可能性が考えられる . したがって , 

本論では当該標本を Mesodermochelys sp. として扱う . 

Mesodermochelys は函淵層のみならず , より古い蝦夷層群や和泉層群からも報告されている ( 平山ら , 

2006; Sato et al., 2012). さらに近年は久慈層群玉川層や国丹層 ( 上部白亜系チューロニアンからコニアシア
ン ) からも本属の祖先形と考えられる化石が見つかっている ( 平山・多田 , 2024) . Mesodermochelys は , 

上腕骨などに見られる派生的形質の共有に基づいてオサガメ科の基盤的タクサとされてきた (Hirayama 

and Chitoku, 1996). しかし , その後に発見された頭骨や四肢骨に見られるより多くの派生的形質は , 本属を
含むグループが白亜紀で絶滅したプロトステガ科に含まれる , もしくはプロトステガ科と姉妹関係にある
独立した科に相当することを示している ( 平山・多田 , 2024) . 

日本の上部白亜系から確認されるウミガメ上科の大半は Mesodermochelys やその基盤的なタクサであ
ること , 他方で本属に近縁と考えられるウミガメ類が海外で未確認であることは , 本群がチューロニアン
からマーストリヒシアンにかけて他の海域から隔離された環境で独自の進化を遂げた可能性を示唆してい
る . なお和歌山県有田川町の日本の上部白亜系外和泉層群鳥屋城層からは非常に特異なモササウルス類で
ある Megapterygius wakayamaensis が報告されている (Konishi et al., 2023) . このタクサも Mesodermochelys と
同様に海外では類似のタクサが未確認であることから , 日本付近の海域で独自の進化を遂げた可能性が考
えられる . 

外和泉層群鳥屋城層から Mesodermochelys が発見されたことは , 日本における上部白亜系の海生爬虫類
の古生物地理や古環境を考察する上で重要であると考えられる . 今後も近隣の地層から新たな化石資料の
発見が期待される . 
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図 2　Mesodermochelys sp.
青色着色部は (WMNH-Ge-1140240001) の背
甲における保存部位を示す . 背甲の輪郭は
Hirayama and Chitoku (1996) より改変 .

図 1　Mesodermochelys sp.
(WMNH-Ge-1140240001: 背甲 , 背面観）.


